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　昨年発生した新潟県中越地震の

被災状況から，非開削工法の耐震

性が改めて認識された。

　この地震では，阪神淡路大震災

の2倍を上回る最大加速度（1,715

ガル）が記録され，新幹線開業以

来初の脱線事故が起きた。しかし，

被災地の都市の形態，都市利用状

況の違いから，ビルが潰れたり，

高速道路が倒壊するといった大き

な構造物の被害は，あまり見られ

なかった。代わりに目を引いたの

は，地上に直立したマンホールと

いう，信じ難い光景だった。その

先の下水道管渠が埋設された道路

は帯状に陥没していた。

　それらの主な原因は，管渠埋設

付近での地盤の液状化現象だ。液

状化現象は，滞水した砂層で発生

しやすい。地震などで地盤が激し

く振動すると，土粒子間に拘束さ

れていた間隙水の水圧が異常に高

まる。それが土粒子間の結合力を

上回ると，土粒子と水が一瞬にし

て混合，液状化が起きる。その比

重は水の1.5倍以上にもなる。地

中の構造体は，自重を超える浮力

を受け，地上に浮き上がってしま

う。中越地震でのマンホール浮上

被害は，1,400箇所にも上った。

また，管渠自体は地上に浮上しな

かったものの，その上の道路が大

きく陥没した。これは，振動が収

まり液状化した混合体の水分のみ

が周辺に逸散，土粒子が下方に密

に沈降したためだ。

　液状化現象のポイントは“滞水”

と“砂層”だ。今回の被災地の管

渠は，ほとんどが開削埋設工事で

行われたものだ。埋戻しには良質

な山砂を使用するのが基本で，こ

こでもそれは実施されている。そ

れでも液状化現象は起こった。被

災管渠の本復旧工事にあたり，開

削工事の場合は埋戻し部の締め固

めを丹念に行う，埋戻しには通水

性の高い砕石を使用する，埋戻し

部全体をセメントで固化すること

などが，下水道地震対策技術検討

委員会から提案された。これによ

り，埋戻し部の“滞水”“砂層”

を極力なくそうとするものだ。

　それに対し非開削手法，例えば

推進工法で管渠を埋設した場合，

管渠部での埋戻しは一切不要だ。

埋戻し部は始めからないのだか

ら。そのため，埋戻しに起因する

液状化現象を回避することができ

る。推進工事は，管渠を埋設する

地中のその部分の地山のみを取り

除き，管体に置き換えるものだ。

　周辺地山を大きく乱すことがな

いので，地震が発生した際にも，

そこに余分なストレスが生じにく

い。現に，小千谷市内の事例だが，

開削工事と推進工事が隣り合った

現場で，開削部の道路は陥没した

が，推進部は無傷という現象が見

られた。

　非開削手法は，工事の際，掘削

土量が少なく工事期間が短い，道

路交通や商業活動への障害が少な

い等々，市民の生活環境に優しい

工法だ。更に，地山などの周辺環

境に与える負担も少なく，まさ

に｢環境に優しい｣工法と言える。

　そして今回，工事の後も地震に

強い工法だと認識されたことにな

る。これは新たな評価だ。
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◇発行
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◇広告のお申し込みについて
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展示会の案内など，情報をお寄せ下さい。


